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(57)【要約】
本発明は、飲料におけるカロリを測定する装置及び方法
に関する。本装置は、チャンバ、情報取得部、濃度測定
部、処理部、及びディスプレイスクリーンを備える。チ
ャンバは、飲料を収容するよう構成されている。情報取
得部は、飲料の体積又は重量を示す飲料情報を取得する
よう構成されている。濃度測定部は、飲料における所定
の物質の濃度を測定するよう構成されている。処理部は
、飲料の体積又は重量と、測定された所定の物質の濃度
とに従って、全カロリを算出するよう構成されている。
ディスプレイスクリーンは、全カロリを表示するよう構
成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲料におけるカロリを測定する装置であって、
　前記飲料を収容するよう構成されたチャンバと、
　前記飲料の体積又は重量を示す飲料情報を取得するよう構成された情報取得部と、
　前記飲料における所定の物質の濃度を測定するよう構成された濃度測定部と、
　前記飲料の前記体積又は前記重量と、測定された前記所定の物質の前記濃度とに従って
、全カロリを算出するよう構成された処理部と、
　前記全カロリを表示するよう構成されたディスプレイスクリーンと、
　を備えた、装置。
【請求項２】
　前記情報取得部は、前記飲料の前記体積又は前記重量を測定する第１のセンサであるか
、又は、前記飲料情報を含む命令を受け取る第１の入力部である、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記濃度測定部は、
　前記飲料を通過する超音波の伝搬特性を測定するよう構成された第２のセンサと、
　前記飲料の温度を測定するよう構成された温度計と、
　を有し、
　前記濃度測定部は、前記飲料の前記温度と、前記超音波の前記伝搬特性とに従って、前
記所定の物質の前記濃度を決定するようさらに構成されている、請求項１記載の装置。
【請求項４】
　前記第２のセンサは、前記チャンバの２つの対向する縁に設けられた第１の部分及び第
２の部分を有し、前記第１の部分は、前記超音波を送信するよう構成され、前記第２の部
分は、前記超音波を受信するよう構成されているか、又は、
　前記第２のセンサは、前記チャンバの壁に設けられた超音波トランシーバを有し、前記
超音波トランシーバは、前記超音波を送受信するよう構成されている、請求項３記載の装
置。
【請求項５】
　前記所定の物質の種類及び前記飲料の種類のうちの少なくとも１つを含むユーザ命令を
受け取るよう構成された第２の入力部
　をさらに備え、
　前記処理部は、前記所定の物質の前記種類及び前記飲料の前記種類のうちの少なくとも
１つに従って、前記全カロリを算出するようさらに構成されている、請求項１記載の装置
。
【請求項６】
　前記全カロリの結果を記憶するよう構成されたメモリ
　をさらに備え、
　前記装置は、前記全カロリの前記結果に従った、摂取カロリ情報の履歴を提供するよう
さらに構成されている、請求項１記載の装置。
【請求項７】
　飲料におけるカロリを測定する方法であって、
　前記飲料の体積又は重量を示す飲料情報を取得する取得ステップと、
　前記飲料における所定の物質の濃度を測定する測定ステップと、
　前記飲料の前記体積又は前記重量と、測定された前記所定の物質の前記濃度とに従って
、全カロリを算出する算出ステップと、
　前記全カロリを表示するステップと、
　を含む、方法。
【請求項８】
　前記測定ステップは、
　前記飲料の温度を測定するステップと、
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　前記飲料を通過する超音波の伝搬特性を測定するステップと、
　前記飲料の前記温度と、前記超音波の前記伝搬特性とに従って、前記所定の物質の前記
濃度を決定するステップと、
　を含む、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記取得ステップは、
　前記飲料の前記体積又は前記重量を測定することによって、又は、前記飲料情報を含む
命令を受け取ることによって、前記飲料情報を取得するステップ
　を含む、請求項７記載の方法。
【請求項１０】
　前記所定の物質の種類及び前記飲料の種類のうちの少なくとも１つを含むユーザ命令を
受け取るステップ
　をさらに含み、
　前記算出ステップは、前記所定の物質の前記種類及び前記飲料の前記種類のうちの少な
くとも１つに従って、前記全カロリを算出するステップを含む、請求項７記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、測定技術に関し、より詳細には、飲料におけるカロリを測定する装
置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　肥満は、２１世紀における最も重大な公衆衛生問題の１つと考えられている。肥満のま
ん延に寄与する１つの要因は、増大する飲料からの飲食物摂取エネルギである。多くの研
究により、高カロリを含む飲料の消費の増大が体重増加をもたらすことが示唆されている
。したがって、太りすぎの人々、又は糖尿病などのある種の病気を持つ人々においては、
特に摂取糖分といった摂取カロリをモニタリングすることは、そうした人々の健康にとっ
て極めて重要なことである。さらに、摂取カロリをモニタリングする必要がある人々にと
って、飲料におけるカロリを測定する便利な装置も重要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　一般に、食物又は飲料に含まれるカロリは、水槽によって囲まれる固体金属の容器を備
える「ボンベ熱量計」により測定される。食物又は飲料におけるカロリを測定するために
、食物又は飲料のテストサンプルが乾燥され、粉状に砕かれる。次いで、テストサンプル
の粉が、純酸素で満たされた熱量計に配置される。テストサンプルの粉が、熱量計におい
て熱せられ、破裂する。その結果、カロリ、すなわち、テストサンプルに含まれる化学的
エネルギが、破裂によって、熱に転換される。この熱が、熱量計内部の温度を増大させる
。このようにして、食物又は飲料に含まれるカロリを正確に測定することができる。しか
しながら、この熱量計は複雑であり、日常生活においては使い勝手が悪い。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　したがって、飲料に含まれる全カロリを測定することができる装置及び方法を得ること
は有用であろう。
【０００５】
　このため、本発明の１つの観点において、飲料におけるカロリを測定する装置が提供さ
れる。本装置は、前記飲料を収容するよう構成されたチャンバと、前記飲料の体積又は重
量を示す飲料情報を取得するよう構成された情報取得部と、前記飲料における所定の物質
の濃度を測定するよう構成された濃度測定部と、前記飲料の前記体積又は前記重量と、測
定された前記所定の物質の前記濃度とに従って、全カロリを算出するよう構成された処理
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部と、前記全カロリを表示するよう構成されたディスプレイスクリーンと、を備える。
【０００６】
　濃度測定部により、飲料における全カロリに寄与する所定の物質の濃度を正確に測定す
ることができる。これは、所定の物質の重量を決定するのに役立つ。このようにして、飲
料における全カロリを測定することができ、その後、ユーザに表示することができる。さ
らに、本装置は、カップ、給水器、又は他の液体を収容する装置に組み込まれてもよい。
これにより、そのような装置を用いることで、ユーザは、より便利に、飲料からの摂取カ
ロリを評価しモニタリングする。
【０００７】
　一実施形態において、前記情報取得部は、前記飲料の前記体積又は前記重量を測定する
第１のセンサであるか、又は、前記飲料情報を含む命令を受け取る第１の入力部である。
【０００８】
　一実施形態において、前記濃度測定部は、前記飲料を通過する超音波の伝搬特性を測定
するよう構成された第２のセンサと、前記飲料の温度を測定するよう構成された温度計と
、を有し、前記濃度測定部は、前記飲料の前記温度と、前記超音波の前記伝搬特性とに従
って、前記所定の物質の前記濃度を決定するようさらに構成されている。速度、飛行時間
、又は振幅減衰などの超音波の伝搬特性は、超音波が伝搬する飲料の濃度に大きく依存す
るので、この超音波の伝搬特性を利用して、飲料の濃度を決定することができる。
【０００９】
　一実施形態において、本装置は、前記所定の物質の種類及び前記飲料の種類のうちの少
なくとも１つを含むユーザ命令を受け取るよう構成された第２の入力部をさらに備え、前
記処理部は、前記所定の物質の前記種類及び前記飲料の前記種類のうちの少なくとも１つ
に従って、前記全カロリを算出するようさらに構成されている。このようにして、ユーザ
は、第２の入力部により、所定の物質の種類及び飲料の種類のうちの少なくとも１つを示
すユーザ命令を本装置に入力することができる。これにより、本装置は、カロリに寄与す
る異なる物質を識別することが可能となり、したがって、カロリ測定の正確性を向上させ
ることが可能となる。
【００１０】
　一実施形態において、本装置は、前記全カロリの結果を記憶するよう構成されたメモリ
をさらに備え、本装置は、前記全カロリの前記結果に従った、摂取カロリ情報の履歴を提
供するようさらに構成されている。摂取カロリ情報の履歴は、ユーザに対する健康上のア
ドバイス又は飲料の勧告の基礎として使用することができる。
【００１１】
　本発明の別の観点において、飲料におけるカロリを測定する方法が提供される。本方法
は、前記飲料の体積又は重量を示す飲料情報を取得するステップと、前記飲料における所
定の物質の濃度を測定するステップと、前記飲料の前記体積又は前記重量と、測定された
前記所定の物質の前記濃度とに従って、全カロリを算出するステップと、前記全カロリを
表示するステップと、を含む。
【００１２】
　本発明の詳細な説明、及び他の観点は、以下において提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施形態に従った、カロリを測定する装置１００を示す図。
【図２】本発明の第２の実施形態に従った、カロリを測定する装置２００を示す図。
【図３】本発明の第３の実施形態に従った、カロリを測定する方法３００を示す図。
【図４】本発明の第４の実施形態に従った、カロリを測定する方法４００を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本明細書において記載され添付の図面に関連して考慮される実施形態を参照しながら、
本発明の特定の態様について説明する。添付の図面において、同一の部分またはサブステ
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ップは、同じ形で指定される。
【００１５】
　図１は、本発明の第１の実施形態に従った、飲料におけるカロリを測定する装置１００
を示している。いくつかの実施形態では、装置１００は、カップ、ボトル、やかん、又は
他の適切な容器などの飲料容器に組み込みことができる。いくつかの実施形態では、装置
１００は、供給チャネルを介して飲料を調合するのに適している炭酸飲料機又はジューサ
などの飲料製造機又は飲料供給機に組み込むことができる。
【００１６】
　図１に示されるように、装置１００は、
　飲料１０２を収容するよう構成されたチャンバ１０１と、
　飲料１０２の体積又は重量を示す飲料情報を取得するよう構成された情報取得部１０３
と、
　飲料１０２における所定の物質１０４の濃度を測定するよう構成された濃度測定部１０
５と、
　飲料１０２の体積又は重量と、測定された所定の物質１０４の濃度とに従って、全カロ
リを算出するよう構成された処理部１０７と、
　全カロリを表示するよう構成されたディスプレイスクリーン１０９と、
を備える。
【００１７】
　例えば、飲料１０２は、紅茶飲料、フルーツジュース、エネルギ飲料、炭酸飲料、アル
コール飲料、又は、カロリに寄与する１以上の物質を含む任意の他の飲料に該当し得る。
飲料１０２は、大まかに一様な濃度を有している。例えば、所定の物質１０４は、糖分、
アルコール、たんぱく質、脂肪、又は、飲料１０２における全カロリに寄与する任意の他
の物質のうちの１以上を含み得る。
【００１８】
　本実施形態では、情報取得部１０３が、飲料１０２の体積又は重量を測定する第１のセ
ンサである。第１のセンサは、チャンバ１０１の下部に設けられてもよいし、又は、チャ
ンバ１０１の壁に沿って設けられてもよい。例えば、第１のセンサは、飲料１０２の重量
を測定するよう構成された重量センサである。いくつかの他の例では、第１のセンサは、
飲料１０２の体積を測定するよう構成されたレベル計又は流量計である。情報取得部１０
３は、処理部１０７と電気的に接続されている。そして、飲料情報を含む第１の信号が、
情報取得部１０３から処理部１０７に伝送される。
【００１９】
　濃度測定部１０５は、チャンバ１０１内部に設けることができる。あるいは、濃度測定
部１０５は、例えば、チャンバ１０１の内壁又は外壁に取り付けられるなど、チャンバ１
０１の壁に設けられてもよい。超音波が伝搬する所定の物質１０４の濃度は、速度、飛行
時間、又は振幅減衰などの超音波の伝搬特性に大きな影響を与えるので、本実施形態では
、濃度測定部１０５は、超音波の伝搬特性を利用して、所定の物質１０４の濃度を決定す
る。具体的には、濃度測定部１０５は、第２のセンサ（不図示）及び温度計（不図示）を
備える。第２のセンサは、飲料１０２を通過する超音波の伝搬特性を測定するよう構成さ
れている。温度計は、飲料１０２の温度を測定するよう構成されている。測定された超音
波の伝搬特性及び飲料１０２の温度は、所定の物質１０４の濃度を決定するために、処理
部１０７又は別の信号処理部（不図示）に伝送することができる。処理部１０７には、様
々な温度下での、所定の物質１０４の濃度と超音波の伝搬特性との関係を解釈するルック
アップテーブルやキャリブレーション曲線などが備えられている。所定の物質１０４の濃
度と超音波の伝搬特性との関係は、様々な濃度及び温度の飲料に関する一連の測定結果に
従って、予め定められたものとすることができる。このようにして、所定の物質１０４の
濃度を、正確に測定することができる。
【００２０】
　いくつかの他の例において、濃度測定部１０５は、飲料１０２の屈折率を測定する屈折
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率計である。屈折率計は、一般に、光源（不図示）と、チャンバ１０１の壁に設けられた
光検出器（不図示）とを備える。屈折率は、飲料１０２における屈折の臨界角に基づいて
決定することができる。飲料１０２における所定の物質１０４の濃度は、一般に、飲料の
屈折率と関連付けられる。このようにして、所定の物質１０４の濃度は、屈折率に従って
、正確に測定することができる。濃度測定部１０５は、所定の物質１０４の濃度を測定す
ることができる他の適切な測定装置であってもよいことが容易に理解されよう。
【００２１】
　濃度測定部１０５は、処理部１０７と電気的に接続されている。所定の物質１０４の濃
度を示す第２の信号が、処理部１０７に伝送される。処理部１０７は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、及び／又は、ハードウェアとソフトウェアとファームウェ
アとのうちの少なくとも１つの任意の組合せにより実装することができる。例えば、処理
部１０７は、１以上の回路、１以上のプログラマブルプロセッサ、１以上のＡＳＩＣ、１
以上のＰＬＤ、１以上のＦＰＧＡ、又は、任意の他の適切な装置により実装されてよい。
処理部１０７は、第１の信号及び第２の信号を受信すると、飲料１０２の体積又は重量と
、測定された所定の物質１０４の濃度とに従って、全カロリを算出する。具体的には、処
理部１０７は、所定の物質１０４の濃度と飲料１０２の体積とを乗算することにより、飲
料１０２に含まれる所定の物質１０４の重量を算出する。飲料１０２の体積は、直接的に
測定されてもよいし、又は、飲料１０２の重量と飲料１０２の比重とに従って、決定され
てもよい。次いで、全カロリは、所定の物質１０４の質量と所定の物質１０４の発熱量と
に従って、算出することができる。いくつかの他の例において、飲料１０２に含まれる所
定の物質１０４の重量はまた、飲料１０２の重量と所定の物質１０４の濃度とを乗算する
ことによって、重量パーセント濃度（mass　percent　concentration）などの形で算出す
ることができる。全カロリは、ディスプレイスクリーン１０９によって表示することがで
きる。ディスプレイスクリーン１０９は、チャンバ１０１の外側表面に設けられてもよい
し、又は、ふたなどの他の何らかの場所に設けられてもよい。例えば、ディスプレイスク
リーン１０９は、ＬＥＤスクリーンである。いくつかの例では、ディスプレイスクリーン
１０９は、飲料の温度又は飲料の重量／体積などの他の関連するパラメータを表示しても
よい。
【００２２】
　いくつかの例では、装置１００は、全カロリの結果の履歴を記憶するよう構成されたメ
モリ（不図示）をさらに備えてもよい。したがって、装置１００を使用して、メモリに記
憶された全カロリの結果に従った、摂取カロリ情報の履歴を提供することができる。例え
ば、摂取カロリ情報の履歴には、選択された過去の期間の間に、装置１００からどれくら
いのカロリをユーザが摂取したかが含まれる。さらに、メモリを使用して、ユーザに関連
付けられたＢＭＩ（Body　Mass　Index）、年齢、性別、食事、体重情報を含むユーザプ
ロファイルを記憶することができる。処理部１０７は、ユーザプロファイルに基づいて、
目標値又は推奨値を生成することができる。そして、処理部１０７は、摂取カロリ情報の
履歴を目標値又は推奨値と比較して、ユーザに対する健康上のアドバイス又は今後の摂取
カロリに関する飲料の勧告を提供することができる。
【００２３】
　さらに、装置１００内の構成要素は、一般に小さいので、装置１００は、コンパクトな
デザインの軽量なポータブル装置として形成することができる。コンパクトな装置１００
は、ユーザにとってより便利であり、さらに、飲料におけるカロリを格段に測定しやすい
。
【００２４】
　図２は、本発明の第２の実施形態に従った、カロリを測定する装置２００を示している
。図２に示されるように、装置２００は、チャンバ２０１、情報取得部２０３、濃度測定
部、処理部２０５、及びディスプレイスクリーン２０７を備える。装置２００内の構成要
素の大部分は、信号を相互に伝送するために、有線（不図示）を介して電気的に接続され
ていることが容易に理解されよう。
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【００２５】
　本実施形態において、情報取得部２０３は、飲料情報を含む命令を受け取るよう構成さ
れた第１の入力部である。例えば、命令は、ユーザにより入力することができる。濃度測
定部は、飲料２０２を通過する超音波の伝搬特性を測定する第２のセンサ２０９と、飲料
２０２の温度を測定する温度計２１１とを備える。第２のセンサ２０９は、チャンバ２０
１の２つの対向する縁に設けられた第１の部分２０９ａ及び第２の部分２０９ｂを備える
。第１の部分２０９ａは、超音波を送信するよう構成され、第２の部分２０９ｂは、超音
波を受信するように構成されている。例えば、第１の部分２０９ａは、超音波送信器又は
超音波トランシーバであり、第２の部分２０９ｂは、超音波受信器又は超音波トランシー
バである。いくつかの例では、第２のセンサ２０９は、金属製シリンダに入れられて、チ
ャンバ２０１の内壁又は外壁に取り付けられる。
【００２６】
　動作中において、第２のセンサ２０９の第１の部分２０９ａは、超音波のパルスを受信
するよう、パルス生成器（不図示）に接続される。そして、超音波のパルスは、第１の部
分２０９ａにより送信される。超音波のパルスは、チャンバ２０１内の飲料２０２を通過
した後、第２のセンサ２０９の第２の部分２０９ｂにより受信される。第２の部分２０９
ｂは、第１の部分２０９ａの対向する縁に設けられている。波のピーク、又はパルスの到
達に対応する波の形が、第２の部分２０９ｂにより受信されたときに、超音波のパルスの
飛行時間が測定される。飛行距離を飛行時間で除算することにより、飛行時間は、超音波
の速度に変換することができる。飛行時間は、チャンバ２０１の対向する縁間で反射する
超音波のパルスのエコーを測定することにより、決定することができることが容易に理解
されよう。いくつかの他の例では、飲料２０２を伝搬する間の超音波の振幅減衰を決定す
るために、第１の部分２０９ａにより送信される超音波のパルスの振幅と、第２の部分２
０９ｂにより受信される超音波のパルスの振幅とが測定される。
【００２７】
　第２のセンサ２０９は、チャンバ２０１の壁に設けられた超音波トランシーバであって
もよい。超音波トランシーバは、超音波を送受信するよう構成されている。具体的には、
超音波トランシーバは、超音波のパルスを受信するよう、パルス生成器（不図示）に接続
される。超音波のパルスは、チャンバ２０１の一方の縁から送信され、チャンバ２０１の
対向する縁で反射されるよう、チャンバ２０１を通過し、次いで、チャンバ２０１の一方
の縁にエコーとして戻ってくる。第１の波のピークが、第２のセンサ２０９により受信さ
れたときに、超音波のパルスの飛行時間が測定される。飛行距離、すなわち、チャンバ２
０１の直径の２倍の距離を飛行時間で除算することにより、飛行時間は、超音波の速度に
変換することができる。
【００２８】
　こうした全ての超音波の伝搬特性は、飲料２０２における所定の物質２０４の濃度に関
連付けられる。さらに、飲料２０２の温度が、超音波の伝搬特性に影響を与える。したが
って、温度計２１１により測定される飲料２０２の温度と組み合わせて伝搬特性を使用し
て、所定の物質２０４の濃度を決定することができる。
【００２９】
　図２に示されるように、装置２００は、チャンバ２０１の上部分から突出している取っ
手２１３を有するカップに組み込まれる。ディスプレイスクリーン２０７は、取っ手２１
３の上部に設けられている。それにより、全カロリの算出結果をユーザに表示することが
できる。本実施形態において、装置２００は、第２の入力部２１５をさらに備えてもよい
。第２の入力部２１５は、所定の物質２０４の種類及び／又は飲料２０２の種類を含むユ
ーザ命令を受け取るよう構成されている。ユーザ命令は、さらに、処理部２０５に伝送さ
れる。そして、処理部２０５は、所定の物質２０４の種類及び／又は飲料２０２の種類に
従って、全カロリを算出するようさらに構成されている。このようにして、ユーザは、第
２の入力部２１５により、飲料の種類又は所定の物質の種類を装置２００に入力すること
ができる。これにより、装置２００は、糖分または脂肪などのカロリに寄与する異なる物
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能となる。
【００３０】
　図３は、本発明の第３の実施形態に従った、カロリを測定する方法３００を示している
。方法３００を使用して、紅茶飲料、フルーツジュース、エネルギ飲料、炭酸飲料、アル
コール飲料、又は、カロリに寄与する１以上の物質を含む任意の他の飲料などの飲料を測
定することができる。例えば、カロリに寄与する物質は、糖分、アルコール、たんぱく質
、脂肪、又は、飲料における全カロリに寄与する任意の他の物質のうちの１以上を含み得
る。
【００３１】
　図３に示される方法３００は、飲料の体積又は重量を示す飲料情報を取得する（ステッ
プ３０２）ことにより開始する。例えば、飲料情報は、飲料の体積又は重量を測定するこ
とによって取得されてもよいし、又は、飲料情報を含む命令を受け取ることによって取得
されてもよい。次いで、飲料における所定の物質の濃度、すなわち、カロリに寄与する物
質の濃度が測定される（ステップ３０４）。いくつかの例では、所定の物質の濃度は、飲
料の屈折率を測定する屈折率計によって、測定されてもよい。いくつかの他の例では、所
定の物質の濃度は、超音波の伝搬特性を測定することによって、測定されてもよい。詳細
には、ステップ３０４は、飲料の温度を測定する第１のステップと、飲料を通過する超音
波の伝搬特性を測定する第２のステップと、飲料の温度と超音波の伝搬特性とに従って、
所定の物質の濃度を決定する第３のステップとを含む。例えば、超音波の伝搬特性は、超
音波を飲料に向けて送信し超音波又は超音波のエコーを受信する超音波トランシーバを用
いて、測定することができる。次いで、飲料における全カロリが、飲料の体積又は重量と
、測定された所定の物質の濃度とに従って、算出される（ステップ３０６）。次いで、ス
テップ３０６において算出された全カロリが、例えばディスプレイスクリーンによって、
表示される（ステップ３０８）。
【００３２】
　図４は、本発明の第４の実施形態に従った、カロリを測定する方法４００を示している
。図４に示される方法４００は、所定の物質の種類及び／又は飲料の種類を含むユーザ命
令を受け取る（ステップ４０２）ことにより開始する。ユーザ命令は、１以上の関連する
情報を含んでもよい。所定の物質は、飲料における全カロリに寄与する。次いで、飲料の
体積又は重量を示す飲料情報が取得される（ステップ４０４）。そして、所定の物質の濃
度が測定される（ステップ４０６）。次いで、飲料における全カロリが、飲料の体積又は
重量と、測定された所定の物質の濃度と、所定の物質の種類及び／又は飲料の種類と、に
従って算出される（ステップ４０８）。次いで、ステップ４０８において算出された全カ
ロリが、例えばディスプレイスクリーンによって、表示される（ステップ４１０）。いく
つかの例では、方法４００は、全カロリの結果を記憶する（ステップ４１２）ことをさら
に含んでもよいし、全カロリの結果に従った、摂取カロリ情報の履歴を提供する（ステッ
プ４１４）ことをさらに含んでもよい。
【００３３】
　本発明は、図面および上記の記載において詳細に例示され説明されたが、そのような例
示および説明は、限定的なものとしてではなく、例示的なものとして考えられるべきであ
る。本発明は、開示された実施形態に限定されない。開示された実施形態に対する他の変
形例は、図面、本開示、および添付の請求項の検討から、請求される発明を実施する際に
当業者によって理解され達成され得る。請求項において、「備える（comprising）」とい
う語は、他の要素又はステップを除外せず、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」は、複数個を除
外しない。単一のユニットが、請求項に記載された複数の項目の機能を満たしてもよい。
所定の手段が相互に異なる従属請求項において記載されているという単なる事実は、それ
らの手段の組み合わせが有利に使用され得ないことを示すわけではない。請求項における
いかなる参照符号も、適用範囲を限定するよう解釈されるべきではない。
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月8日(2014.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲料におけるカロリを測定する装置であって、
　前記飲料を収容するよう構成されたチャンバと、
　前記飲料の体積又は重量を示す飲料情報を取得するよう構成された情報取得部と、
　前記飲料における所定の物質の濃度を測定するよう構成された濃度測定部と、
　前記飲料を通過する超音波の伝搬特性を測定するよう構成された第２のセンサと、
　前記飲料の温度を測定するよう構成された温度計と、
　前記飲料の前記体積又は前記重量と、測定された前記所定の物質の前記濃度とに従って
、全カロリを算出するよう構成された処理部と、
　前記全カロリを表示するよう構成されたディスプレイスクリーンと、
　を備え、
　前記濃度測定部は、前記飲料の前記温度と、前記超音波の前記伝搬特性とに従って、前
記所定の物質の前記濃度を決定するようさらに構成されている、装置。
【請求項２】
　前記情報取得部は、前記飲料の前記体積又は前記重量を測定する第１のセンサであるか
、又は、前記飲料情報を含む命令を受け取る第１の入力部である、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記第２のセンサは、前記チャンバの２つの対向する縁に設けられた第１の部分及び第
２の部分を有し、前記第１の部分は、前記超音波を送信するよう構成され、前記第２の部
分は、前記超音波を受信するよう構成されているか、又は、
　前記第２のセンサは、前記チャンバの壁に設けられた超音波トランシーバを有し、前記
超音波トランシーバは、前記超音波を送受信するよう構成されている、請求項１記載の装
置。
【請求項４】
　前記所定の物質の種類及び前記飲料の種類のうちの少なくとも１つを含むユーザ命令を
受け取るよう構成された第２の入力部
　をさらに備え、
　前記処理部は、前記所定の物質の前記種類及び前記飲料の前記種類のうちの少なくとも
１つに従って、前記全カロリを算出するようさらに構成されている、請求項１記載の装置
。
【請求項５】
　前記全カロリの結果を記憶するよう構成されたメモリ
　をさらに備え、
　前記装置は、前記全カロリの前記結果に従った、摂取カロリ情報の履歴を提供するよう
さらに構成されている、請求項１記載の装置。
【請求項６】
　飲料におけるカロリを測定する方法であって、
　前記飲料の体積又は重量を示す飲料情報を取得する取得ステップと、
　前記飲料における所定の物質の濃度を測定するステップと、
　前記飲料の温度を測定するステップと、
　前記飲料を通過する超音波の伝搬特性を測定するステップと、
　前記飲料の前記温度と、前記超音波の前記伝搬特性とに従って、前記所定の物質の前記
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濃度を決定するステップと、
　前記飲料の前記体積又は前記重量と、測定された前記所定の物質の前記濃度とに従って
、全カロリを算出する算出ステップと、
　前記全カロリを表示するステップと、
　を含む、方法。
【請求項７】
　前記取得ステップは、
　前記飲料の前記体積又は前記重量を測定することによって、又は、前記飲料情報を含む
命令を受け取ることによって、前記飲料情報を取得するステップ
　を含む、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記所定の物質の種類及び前記飲料の種類のうちの少なくとも１つを含むユーザ命令を
受け取るステップ
　をさらに含み、
　前記算出ステップは、前記所定の物質の前記種類及び前記飲料の前記種類のうちの少な
くとも１つに従って、前記全カロリを算出するステップを含む、請求項６記載の方法。
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【国際調査報告】
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